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△建御名方富命彦神別神社末社若宮八幡神社本殿    △内部写真 

 

 本殿は桁行（正面）186㎝、梁行（側面）141㎝、向拝の出 122㎝、併せて奥行き 261

㎝の清楚な白木造り、一間社流れ造りの純和様建築である。 

 細部に至るまでよく保存されていることから、桑名川の白山神社とともに北信地方の貴

重な遺構として高く評価されている。 


